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皇
紀
二
六
六
四
年
平
成
十
六
年
の
初
春
を
迎

え
、新
年
を
寿
ぎ
賀
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

畏
く
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら

れ
ま
し
て
は
、大
御
神
様
を
始
め
八
百
万

の
神
々
様
に
真
心
を
捧
げ
ら
れ
、常
に
国

民
の
幸
と
国
家
の
隆
昌
を
お
祈
り
な
さ

れ
、御
公
務
に
精
励
遊
ば
さ
れ
ま
す
こ
と

は
、国
民
斉
し
く
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
状
況
は
、民
主
主
義
の
蔓
延

と
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
教
育
の
崩
壊
に
よ

り
、過
ぎ
た
個
人
主
義
が
台
頭
し
、家
庭
環
境

も
核
家
族
化
し
、伝
統
的
価
値
観
や
共
同
体

意
識
が
失
わ
れ
、人
間
と
し
て
の
道
徳
意
識

の
な
い
事
件
が
続
発
し
て
い
る
常
な
ら
ぬ
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

社
務
の
傍
ら
、境
内
に
亭
々
と
し
て
聳

え
る
大
樹
を
仰
ぎ
、老
木
の
幹
に
新
し
い

枝
が
伸
び
境
内
の
主
役
と
し
て
荘
厳
な

風
情
を
醸
し
だ
し
て
い
る
姿
仰
ぎ
み
な
が

ら
、戦
後
日
本
は
速
や
か
に
成
長
し
、空
に

向
か
っ
て
た
だ
た
だ
新
枝
を
伸
ば
す
事
の

み
に
精
力
を
注
ぎ
、幹
に
栄
養
も
与
え
ず

傷
つ
け
る
こ
と
の
み
の
政
策
の
失
策
が
今

日
の
社
会
状
況
を
生
み
だ
し
た
で
あ
ろ
う

と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
こ
の
様
な
段
階
が
過
ぎ
、大
樹

の
幹
の
根
で
あ
る
日
本
伝
統
文
化
を
滋

養
し
な
い
限
り
は
、そ
の
幹
の
老
化
が
甚

だ
し
く
な
り
、根
と
葉
末
の
連
絡
に
齟
齪

が
生
じ
、遠
か
ら
ず
根
は
腐
り
、枝
葉
は
枯

れ
、幹
も
ま
た
そ
の
命
も
途
絶
え
る
よ
う

に
、日
本
の
将
来
は
無
い
訳
で
あ
り
ま
す
。

　

人
は
決
し
て
一
人
で
は
生
き
て
生
け
な

い
、日
本
の
文
化
を
今
に
継
承
し
育
ん
で

こ
ら
れ
た
先
祖
と
、今
に
生
き
る
人
と
の

繋
が
り
中
に
今
の
社
会
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、先
人
た
ち
の
知
恵
を
学
び
、そ
こ
に

こ
め
ら
れ
た
伝
統
文
化
や
秩
序
を
再
び
喚

起
し
な
け
れ
ば
、今
の
社
会
状
況
を
打
破

す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

申
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、猿
真
似
せ
ず
、

申
の
知
恵
の
良
さ
に
肖
り
、神
武
創
業
の

日
本
本
来
の
姿
に
立
ち
返
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
あ
げ
、年
頭
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

射
水
神
社
宮
司
屋
鋪
直
彦
様
の
思

い
も
よ
ら
ぬ
訃
報
の
お
知
ら
せ
に
、た

だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

六
十
二
歳
と
い
う
神
職
と
し
て
、気
力

経
験
共
に
充
実
し
た
、ま
さ
に
こ
れ
か

ら
の
逸
材
で
あ
り
、我
が
町
高
岡
市
に

と
り
ま
し
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
り
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宮
司
ご
就
任
よ
り
四
年
と
四
ヶ
月
あ

ま
り
、最
近
は
特
に
培
わ
れ
た
ご
経
験

を
生
か
し
、毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
、本

年
度
責
任
役
員
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

お
身
体
の
不
調
も
感
じ
さ
せ
ず
、こ
れ

か
ら
の
射
水
神
社
の
あ
る
べ
き
姿
、又

仕
事
へ
の
意
欲
を
語
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
事
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

殊
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
前

年
度
我
々
役
員
お
よ
び
神
社
の
職
員
の

方
々
と
の
、懇
親
も
含
め
た
東
京「
明
治

神
宮
・
靖
国
神
社
参
拝
と
衆
議
院
議
員

議
長
公
邸
訪
問
」と
い
う
研
修
旅
行
を

実
施
さ
れ
、我
が
国
の
進
む
べ
き
道
筋

を
、神
職
で
も
在
ら
せ
ら
れ
る
、綿
貫
民

輔
前
衆
議
院
議
長
様
を
訪
ね
る
こ
と
に

よ
り
、学
ば
せ
て
戴
い
た
事
が
、最
後
で

最
大
の
思
い
出
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

常
に
前
向
き
に
、郷
土
ま
た
祖
国
を

愛
し
続
け
た
亡
き
宮
司
は
、今
も
あ
の

柔
和
な
表
情
で
我
々
を
見
守
り
続
け
て

お
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

残
さ
れ
た
も
の
の
務
め
は
、射
水
神

社
を
中
核
に
、神
社
職
員
並
び
に
役
員

一
同
心
を
一
つ
に
故
郷
・
祖
国
の
発
展

に
努
め
る
事
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
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  平
成
十
五
年
も
、
あ
と
一
月
足
ら
ず

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
多
く
の
出
来
事
に
遭
遇

致
し
ま
し
た
。
殊
に
射
水
神
社
屋
鋪

宮
司
様
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
お

世
話
に
な
っ
た
日
々
、ご
指
導
下
さ
っ

た
事
を
思
い
起
こ
し
、
哀
悼
の
念
一

入
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日

は
、
松
本
新
宮
司
様
か
ら
神
社
の
司

と
し
て
ご
継
承
さ
れ
た
お
報
せ
を
頂

き
、
新
た
な
る
射
水
神
社
の
一
歩
に

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
新
た
な
歩
の
中
で
、
私
ど
も

茶
道
清
風
の
会
は
来
る
平
成
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
三
日
迄
、
射
水
神
社

初
詣
茶
席
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ご
縁
を
結
ば
せ
て
頂
く
会
員
一

同
、
神
へ
の
ご
奉
仕
の
思
い
を
新
た

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
き
年
の
初
め
の
お
席
に
、
若

水
を
汲
ん
で
初
詣
に
ご
来
社
さ
れ
ま

す
皆
様
方
に
、
心
を
こ
め
て
お
も
て

な
し
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
、
大
い

な
る
一
歩
で
あ
り
、茶
道
の
精
神
「
一

期
一
会
」
の
出
会
い
の
心
を
大
切

に
、
未
熟
な
一
同
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
つ
と
め
さ
せ
て
頂
こ
う
と
、
皆

で
手
を
と
り
あ
う
こ
の
頃
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

来
年
も
ま
た
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
十
四
歳
の
挑
戦
」

ー
生
徒
さ
ん
御
奉
仕
の
こ
と
ー

　

去
る
十
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
、『
社
会
に
学
ぶ
十
四
歳
の
挑

戦
』の
校
外
授
業
に
高
岡
市
内
の
南
星
中

学
校
二
年
の
小
栗
明
日
香
さ
ん
と
、同
じ

く
二
年
の
有
井
瞳
さ
ん
二
人
の
生
徒
さ

ん
が
来
社
、ご
奉
仕
頂
い
た
。

　

こ
の
授
業
の
趣
旨
は
、行
動
範
囲
が
広

が
り
、活
動
が
活
発
に
な
る
中
学
二
年
生

が
、学
校
外
で
職
場
体
験
活
動
や
福
祉
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、規
範
意
識
や
社
会
性
を
高

め
、将
来
の
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
な

ど
、成
長
期
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
く

ま
し
い
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
と
の
事
で
す
。

　

当
神
社
で
は
、こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

本
職
の
巫
女
二
人
を
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
、
毎
日
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
決

め
、ご
奉
仕
頂
く
こ
と
に
し
た
。

　

毎
日
、
白
衣
緋
袴
の
巫
女
姿
に
更
衣

し
、社
殿
清
掃
、朝
拝
、そ
し
て
日
替
わ
り

で
神
職
が
講
話
を
一
時
間
程
度
行
っ
た
。

ま
た
七
五
三
の
千
歳
飴
や
、授
与
品
の
準

備
の
お
手
伝
い
も
お
願
い
し
た
。

　

一
日
目
の
講
話
は
、「
神
社
史
」と
題
し

て
、射
水
神
社
の
歴
史
か
ら
日
本
神
話
の

こ
と
、ま
た
、神
社
の
社
格
、神
社
神
道
の

成
り
立
ち
か
ら
、毎
朝
奉
唱
す
る「
大
祓

の
詞
」意
味
を
簡
単
に
解
説
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
社
頭
領
布
の
授
与
品
に
つ

い
て
。三
日
目
は
恒
例
祭
典
や
特
殊
な
神

事
等
お
ま
つ
り
に
つ
い
て
。四
日
目
は
神

前
結
婚
式
及
び
披
露
宴
に
つ
い
て
の
講

話
を
行
っ
た
。そ
し
て
最
終
日
の
三
十
一

日
は
社
殿
の
大
掃
除
の
ご
奉
仕
を
お
願

い
し
た
。

　

こ
の
五
日
間
を
つ
う
じ
て
、お
二
人
に

は
今
後
の
社
会
生
活
を
お
く
る
上
で
僅

か
で
も
役
に
た
ち
、そ
し
て
心
の
底
に
残

る
も
の
が
有
る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

写真左／有井瞳さん　同右／小栗明日香さん
拝殿前にて
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恒
例
の
夏
越
の
大
祓
式
が
去
る
六
月
三
十

日
午
後
六
時
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
祓
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
身
に
つ
い
た
、罪
穢
れ
を
六
月
と

十
二
月
の
晦
日
に
神
に
祈
っ
て
祓
い
清
め
て
人

間
本
来
の
誠
に
立
ち
帰
っ
て
、清
々
し
く
明
る

く
元
気
に
生
き
て
行
こ
う
と
す
る
大
切
な
お

祭
で
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、境
内
に「
茅
の
輪
」を
設
置
し
、こ
れ

　

お
子
様
の
ま
す
ま
す
の
御
成
長
を
ご
祈
願

致
し
ま
す
七
五
三
詣
が
今
年
も
十
一
月
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
に
わ
た
り
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、本
来
の
七
五
三
日
で
あ
り
ま
す

十
五
日
が
土
曜
日
に
当
た
り
ま
し
た
為
、翌

十
六
日
と
併
せ
て
こ
の
両
日
に
お
参
り
が
集

中
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

拝
殿
で
は
、御
両
親
と
一
緒
に
お
子
様
が

小
さ
い
手
を
合
わ
せ
て
お
参
り
し
、お
参
り

の
後
に
は
、大
き
な
千
歳
飴
の
袋
を
引
き
ず

る
よ
う
に
も
っ
て
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
ポ
ー

ズ
を
取
る
可
愛
い
姿
が
そ
こ
か
し
こ
で
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

又
、お
子
様
の
益
々
の
ご
成
長
を
絵
馬
に

託
し
て
、御
両
親
や
、お
子
様
本
人
が
一
生

懸
命
書
い
て
奉
納
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

お
参
り
の
皆

さ
ん
に
も
、
お

祭
に
参
加
し

て
頂
き
、
な
お

一
層
射
水
の
大

神
様
の
ご
加
護

を
お
受
け
下

さ
る
よ
う
お

渡
し
し
て
い
ま

す
。

　

秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
た
九
月

十
六
日
、当
社

秋
季
大
祭
が
斎

行
さ
れ
た
。

　

祭
典
は
、

斎
主
祭
員
参

進
着
座
の
後
、

海
川
山
野
の

種
々
の
神
饌

が
、御
神
前
に
次
々
と
供
え
ら
れ
、斎
主
の

祝
詞
奏
上
、献
幣
使
の
祭
詞
奏
上
、そ
し
て

巫
女
が
正
装
を
身
に
着
け
て
の
神
楽「
浦
安

の
舞
」の
奉
納
。ま
た
、射
水
神
社
宝
生
会
の

皆
さ
ん
の
謡
曲
も
奉
納
さ
れ
、祭
に
彩
り
を

　

今
年
で
二
十
四
回
目
を
迎
え
る
奉
納
書
道

展
が
行
わ
れ
、七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
ま
参
集
殿
を
会
場
に
展
示
さ
れ
た
。

　

本
書
道
展
は
、漢
字
か
な
の
修
練
を
通
し

て
、書
道
の
技
能
を
身
に
つ
け
、併
せ
て
精
神

の
向
上
を
目
指
す
目
的
で
毎
年
夏
に
行
っ
て

い
る
恒
例
行
事
で
あ
り
ま
す
。

　

出
品
課
題
は
各
学
年
毎
に
決
め
ら
れ
て
お

り
、「
と
り
い
」「
玉
ぐ
し
」「
浦
安
の
舞
」な
ど
、

神
社
に
関
わ
り
の
深
い
言
葉
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。本
年
の
出
品
総
数
は
、県
内
呉
西
地

区
を
中
心
に
一
一
六
六
点
で
、幼
稚
園
か
ら
、

を
参
列
の
皆
様
と
一
緒
に
、「
水
無
月
の
夏
越
の

祓
え
す
る
人
は
千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り
」

の
唱
え
言
葉
を
合
唱
し
つ
つ
、左
・
右
・
左
と
く

ぐ
り
抜
け
て
か
ら
拝
殿
に
参
入
し
た
。

　

拝
殿
内
で
は
、大
祓
詞
を
奏
上
し
た
後
、崇

敬
者
の
皆
様
よ
り
お
預
か
り
し
て
居
り
ま
し

た「
形
代
」を
お
祓
い
し
、ま
た
人
形
清
祓
え
と

し
て
、予
め
お

預
か
り
い
た
し

て
お
り
ま
し

た
、雛
人
形
や

五
月
人
形
、縫

い
ぐ
る
み
等
の

人
形
を
お
祓
い

致
し
ま
し
た
。

小
、中
、高
校
、社
会
人
の
方
々
の
応
募
が
有

り
、全
て
の
作
品
を
神
社
参
集
殿
内
に
展
示

し
、厳
正
審
査
の
結
果
、特
別
賞
一
一
一
点
、特

選
二
二
一
点
、金
賞
八
三
〇
点
を
選
び
、七
月

二
十
七
日
午
後

二
時
よ
り
御
神

前
に
て
正
式
参

拝
の
後
、参
集

殿
に
て
受
賞
者

全
員
に
症
状

並
び
に
記
念
品

を
授
与
し
ま
し

た
。

添
え
た
。そ
し
て
、ご
参
列
の
方
々
が
次
々
に

御
神
前
に
進
み
、玉
串
拝
礼
を
さ
れ
、神
恩

感
謝
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
た
。
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十
六
日 

高
岡
市
護
国
神
社
大
祭
後
日
祭

十
七
日 

神
嘗
祭
当
日
祭

二
十
一
日 

神
社
庁
高
岡
・
新
湊
支
部

 

大
麻
・
暦
頒
布
始
奉
告
祭

二
十
七
日 

高
岡
市
南
星
中
学
校
生
徒
２
名

 

「
十
四
歳
の
挑
戦
」実
施（
同
三
十
一
日
ま
で
）

〔
十
一
月
〕

一
日 

朔
日
祭

 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

三
日 

明
治
祭

六
日 

屋
鋪
前
宮
司
を
偲
ぶ
会

八
日 

大
和
月
次
祭

十
五
日 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

二
十
三
日 

新
嘗
祭

 

読
売
茶
会
開
催

二
十
六
日 

神
社
本
庁 

工
藤
伊
豆
総
長
参
拝

二
十
七
日 

高
岡
・
新
湊
支
部
新
穀
感
謝
祭
旅
行

 

伊
勢　

二
十
八
日
ま
で
。

 

宮
司
・
近
尾
出
席

〔
人
事
〕

昇
進

■ 

射
水
神
社
宮
司 

松
本
正
昭

　

 

平
成
十
五
年
十
月
一
日

叙
勲

■ 

旭
日
中
綬
章 

受
章

　

 

奉
賛
会
長 

渡
辺
辰
男

　

 

平
成
十
五
年
十
一
月
三
日

新
任

■ 

巫
女 

地
子
美
幸

　

 

平
成
十
五
年
四
月
一
日

■ 

事
務
職 

今
村
香
代
子

　

 

平
成
十
五
年
七
月
一
日

八
日 

 

大
和
月
次
会

九
日 

 

責
任
役
員
会
開
催

十
日 
 

三
支
部
合
同
祭
式
講
習
会 

於 

参
集
殿

十
一
日 

屋
鋪
宮
司
午
後
八
時
三
十
五
分
帰
幽

十
四
日 

屋
鋪
直
彦
大
人
命
通
夜
祭

十
五
日 

本
葬
・
火
葬
・
帰
家
祭
執
行

 
 

明
治
神
宮
中
島
禰
宜
等
関
係
者
多
数
参
弔

十
六
日 

土
俵
祭

二
十
三
日 

月
次
祭

二
十
四
日 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会 

及
び
試
食
会

二
十
七
日 

末
社 

諏
訪
社
例
祭

二
十
八
日 

岐
阜
県
神
社
庁
土
岐
支
部
参
拝

二
十
九
日 

富
山
県
神
社
庁
研
究
会 

於 

社
務
所

三
十
日 

富
山
県
神
社
庁
総
会 

於 

参
集
殿

〔
九
月
〕

一
日 

 

朔
日
祭

二
日 

 

長
野
県
諏
訪
大
社
大
総
代
正
式
参
拝

三
日 

 

責
任
役
員
会
開
催

四
日 

 

愛
知
県
真
清
田
神
社
・

 
 　

　
　

一
宮
巡
拝
会
正
式
参
拝

九
日 

 

明
治
神
宮
崇
敬
会

 

　
　

中
島
事
務
局
長
正
式
参
拝

十
四
日 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
開
催

十
五
日 

秋
季
大
祭

十
七
日 

秋
季
大
祭
後
日
祭

 
 

安
城
市
水
道
組
合
職
場
安
全
祈
願

二
十
二
日 

摂
社 

日
吉
社
例
祭

二
十
三
日 

月
次
祭

二
十
七
日 

屋
鋪
直
彦
大
人
命
五
十
日
祭

二
十
八
日 

摂
社 

院
内
社
秋
祭

〔
十
月
〕

一
日 

朔
日
祭

 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

五
日 

大
門
神
社
巫
女
浦
安
の
舞
研
修
の
為
来
社

九
日 

神
社
庁
教
学
部
会
会
合（
会
議
室
）

十
一
日 
大
和
月
次
祭

十
四
日 
高
岡
市
護
国
神
社
大
祭
前
日
祭

十
五
日 

高
岡
市
護
国
神
社
秋
季
大
祭

節
分

豆
打
ち
奉
仕
者
募
集

　

平
成
十
六
年
二
月
三
日（
火
）

午
後
三
時
よ
り
射
水
神
社
に
お

き
ま
し
て
、節
分
祭
を
斎
行
致
し

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、厄
年
・
還

暦
の
ご
祈
祷
を
当
社
に
て
お
受
け

さ
れ
ま
し
た
方
よ
り
男
女
各
五
名

豆
打
ち
の
奉
仕
者
を
募
集
い
た
し

ま
す
。ご
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、一

月
二
十
日（
火
）ま
で
射
水
神
社
社

務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
〇
七
六
六
）二
二
¦
三
一
〇
四

祭事のご案内 平成十六年厄年・身祝

社 務 日 誌
〔
六
月
〕

一
日 

 

朔
日
祭

 
 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

 
 

大
和
中
元
必
勝
祈
願

六
日 

 

全
国
城
下
町
連
絡
協
議
会
参
拝

八
日 

 

大
和
月
次
祭

十
四
日 

福
井
県
春
名
地
区
氏
子
総
代
会
参
拝

十
五
日 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

十
八
日 

戸
出
遺
族
会
参
拝

二
十
三
日 

月
次
祭

 
 

愛
知
県
龍
城
神
社
参
拝

二
十
七
日 

鎮
火
祭  

消
防
関
係
者
参
拝

二
十
九
日 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会

 
 

プ
チ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
開
催

三
十
日 

夏
越
大
祓 

約
百
三
十
名
参
列

〔
七
月
〕

一
日 
 

朔
日
祭

 
 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

 
 

富
山
県
労
働
基
準
協
会

 
 

労
働
安
全
祈
願

八
日 

 

大
和
月
次
祭

十
日 

 
摂
社 

悪
王
子
社
秋
祭

十
一
日 
向
陵
高
等
学
校
野
球
部
必
勝
祈
願

十
二
日 

石
川
県
本
折
日
吉
神
社
山
王
会
参
拝

 
 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
参
拝
祈
願

十
五
日 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

二
十
三
日 

月
次
祭

二
十
五
日 

中
越
パ
ル
プ
二
塚
工
場 
安
全
祈
願

 
 

奉
納
書
道
展

 
 （

二
十
五
日
〜
二
十
七
日
）

〔
八
月
〕

一
日 

 

朔
日
祭

 
 

あ
け
ぼ
の
敬
神
講
参
拝

二
日 

 

富
山
銀
行
職
員
組
合
祈
願

三
日 

 

三
十
八
社
神
社

 
 

伴
谷
氏
子
総
代
会
参
拝

四
日 

 

参
集
殿
に
て
浦
安
舞
講
習
会
開
会

 

（
四
日
〜
七
日
）

女性19歳
前厄　昭和 62年生
本厄　昭和 61年生
後厄　昭和 60年生

女性33歳
前厄　昭和 48年生
本厄　昭和 47年生
後厄　昭和 46年生

男性25歳
前厄　昭和 56年生
本厄　昭和 55年生
後厄　昭和 54年生

男性42歳
前厄　昭和 39年生
本厄　昭和 38年生
後厄　昭和 37年生
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富
山
県
で
は
、お
正
月
に
な
る
と
お
茶
菓
子
と
し
て
紅
白
の「
福
梅
」を

出
す
習
慣
が
あ
る
。富
山
県
の
方
な
ら
大
半
が
ご
存
知
の
よ
う
に
、福
梅

は
、梅
型
の
種
皮
に
粒
餡
を
入
れ
表
面
に
お
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
お
菓
子
で

あ
る
。こ
の
福
梅
は
越
中
を
統
治
し
て
い
た
加
賀
前
田
家
と
深
い
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
。ご
存
知
の
よ
う
に
前
田
家
は
、菅
原
道
真
公
の
末
裔
と

い
わ
れ
、幼
剣
梅
鉢（
加
賀
梅
鉢
）の
家
紋
を
用
い
て
い
る
。福
梅
は
こ
の

加
賀
梅
鉢
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
在
流
布
し
て
い
る
最

も
一
般
的
な
説
で
あ
る
。加
賀
梅
鉢
が
家
紋
と
定
め
ら
れ
た
の
は
五
代
藩

主
前
田
綱
紀
公
の
時
で
、こ
れ
以
降
加
賀
梅
鉢
の
乱
用
は
禁
じ
ら
れ
、年

賀
の
挨
拶
に
伺
候
す
る
家
臣
等
特
別
な
者
に
の
み
、殿
様
か
ら
加
賀
梅
鉢

型
の
福
梅
が
下
賜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
が
福
梅
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
る
。い
わ
ば
、福
梅
は
特
別
な
と
き
に
の
み
頂
戴
で
き
る
特
権

的
な
お
菓
子
だ
っ
た
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
経
過

か
ら
推
測
す
る
と
一
般
庶
民
が
福
梅
を
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
た

明
治
以
降
、早
く
て
も
江
戸
時
代
の
ご
く
後
期
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。今
で
は
、当
り
前
に
食
べ

る
こ
と
の
で
き
る
福
梅
に
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。尚
、福
梅
は
、単
に
梅
に
雪
が

か
か
っ
た
様
子
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
加
賀
梅
鉢

と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
異
説
も
あ
る
の
で
、ご

紹
介
し
て
お
く
。

御神恩をいただき、幸おおからん事を。（六月一日～十一月三十日）

六月

七月

立花

釜谷

芝山

村上

大垣

金谷

アーロン

高山

松居

佐野

岩脇

新

宮原

吉田

小竹

山下

大場

高木

直・由紀 様

雅之・麻記子 様

康秀・亜希子 様

隆志・葉子 様

和則・有紀 様

壽久・裕子 様

サンドリン・貴絵 様

倫人・篤子 様

寿・和代 様

公治・果林 様

仁嗣・千春 様

英樹・裕美 様

昌也・美和子 様

真人・しのぶ 様

渉・優子 様

保・礼子 様

永雅・佳子 様

潤・真咲 様

小林

今井

山田

山住

島

三場

見崎

奥野

堀江

関沢

高橋

垣内

礒部

山

吉澤

山本

室谷

林

貴憲・幸子 様

豊・真霧 様

康則・美智代 様

昌弘・真由美 様

俊夫・圭子 様

勝彦・律子 様

幸雄・真弓 様

徹・敦貴 様

直久・吏要子 様

洋一・さやか 様

勇・悦子 様

紀彦・智子 様

晃伸・貢三子 様

祥司・由紀子 様

康友・朋子 様

博久・みさと 様

博之・結加 様

伸一・亜貴子 様

九月

十月

御神恩をいただき、幸おおからん事を。（六月一日～十一月三十日）

ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。ご結婚おめでとうございます。

木
舟
町

常
務　

大
野
隆
一

十一月

太田

笹谷

大門

渋谷

小栗

金田

有澤

越口

二谷

西岡

村上

加埜

敷

田

藤田

酢谷

金子

山田

一志・芳恵 様

隆文・いずみ 様

稔・奈津子 様

和幸・智子 様

博彦・由香 様

忍・尚美 様

崇・真樹子 様

紀男・美保 様

浩史・菜摘 様

将寿・育代 様

昌彦・優佳 様

敏章・千里 様

則和・悦子 様

清和・泰子 様

元治・こずえ 様

浩次・恭子 様

誠・陽子 様

勉・恵子 様

森戸

山崎

浜本

坂口

前田

九澤

須藤

猶明

桃井

扇谷

近江

吉岡

大坪

幸治・明子 様

壮志・静 様

智生・眞紀子 様

直人・美智子 様

一治・洋代 様

昌人・知子 様

良平・裕美 様

慎治・弥生 様

章・千巳 様

宗典・美帆 様

伸浩・敬子 様

慎太郎・ひさ子 様

辰典・晶代 様
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編
集
後
記

■
前
屋
鋪
宮
司
の
在
任
中
よ
り
社
報『
射
水
』

の
復
刊
は
、当
社
の
懸
案
事
項
と
し
て
協
議
さ

れ
て
来
た
所
で
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
度「
前

宮
司
よ
り
引
き
継
い
だ
事
項
を
一
つ
一
つ
検
討

し
、実
現
さ
せ
て
行
き
た
い
」と
の
松
本
宮
司

の
方
針
に
沿
い
、十
月
よ
り
約
二
ヵ
月
半
、職

員
一
丸
と
な
り
発
刊
に
漕
ぎ
つ
い
た
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。今
後
は
定
期
刊
行
物
と
し
て
、

年
二
回
の
発
刊
を
目
指
し
、皆
様
に
愛
さ
れ
る

『
射
水
』を
発
信
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
表
紙
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た「
射
水
神
社
社

殿
」（
松
井
角
平
）の
図
面
で
す
が
、今
年
夏
現

在
立
つ
本
殿
は
、建
築
家
と
し
て
初
め
て
文
化

勲
章
を
受
章
し
た「
伊
東
忠
太
先
生
」の
初
期

の
作
品
で
あ
る
事
が
、新
聞
紙
面
を
通
じ
報
じ

ら
れ
、反
響
を
呼
び
市
内
の
方
よ
り
種
々
の
史

料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
父
祖
の
代
よ

り
受
継
が
れ
た
当
社
社
殿
を
、次
代
に
資
料
的

価
値
は
も
と
よ
り「
温
も
り
の
あ
る
」神
社
の

社
殿
と
し
て
も
、伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。発

行 

射
水
神
社

発
行
所 

〒
９
３
３-

０
０
４
４

 

高
岡
市
古
城
１
の
１

 

０
７
６
６-

２
２-

３
１
０
４

 

０
７
６
６-

２
１-

３
７
１
５

印
刷
所 

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

の
北
岸
に
広
が
り
、山
頂
の
高
さ
は

二
七
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。「
二
上
」

は「
ふ
た
か
み
」と
読
み
、こ
れ
は
峰

が
二
つ
あ
る
と
い
う
そ
の
形
態
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。そ

の
二
つ
の
峰
と
は
東
峰「
奥
の
御
前
」

と
よ
ば
れ
る
摂
社
日
吉
社
鎮
座
の
峰

（
二
七
三
メ
ー
ト
ル
）と
西
峰「
袴
が

越
」と
呼
ば
れ
頂
上
部
は
削
平
さ
れ
、

中
世
守
山
城
と
呼
ば
れ
た
城
の
本

丸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。こ
の

「
袴
が
越
」は
城
山（
二
五
九
メ
ー
ト

ル
）と
も
よ
ば
れ
、原
形
や
最
初
の
高

さ
は
ど
の
位
で
あ
っ
た
か
は
不
詳
で

あ
る
。二
上
山
は
高
度
こ
そ
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
低
山
で
あ
る

が
平
野
部
に
突
出
し
て
い
る
た
め
よ

く
目
立
ち
、周
囲
に
肩
を
並
べ
る
山

が
な
い
た
め
、実
際
よ
り
も
高
く
見

え
、富
山
湾
岸
の
全
域
と
富
山
平
野

西
半
分
の
ほ
ぼ
全
域
か
ら
、そ
し
て

海
上
で
は
能
登
半
島
の
先
端
か
ら
も

望
む
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
山
容
は

今
も
た
い
へ
ん
秀
麗
で
あ
り
、神
が

宿
る
山
と
仰
が
れ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
山
と
い
え
る
。

①
越
中
文
化
発
祥
の
地
〜
二
上
山
〜

　

射
水
神
社
は
、太
古
二
上
山
麓
に

祀
ら
れ
て
以
来
長
い
歴
史
を
経
て
、

明
治
八
年
、現
在
の
加
賀
藩
主
前
田

利
長
公
築
城
の
高
岡
城
本
丸
跡
に
遷

座
し
た
。

　

二
上
山
は
越
中
文
化
の
発
祥
の
地

で
あ
り
、そ
こ
か
ら
開
け
い
く
文
化

の
下
に
広
く
日
常
生
活
が
営
ま
れ
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。古

代
の
日
本
人
は
、神
々
が
天
上
に
住

み
、
高
い
山
や
、
高
い
樹
木
を
憑
代

（
よ
り
し
ろ
）と
し
て
地
上
に
来
臨
す

る
考
え
を
も
っ
た
。人
里
近
く
に
あ

り
、山
容
の
す
ぐ
れ
た
二
上
山
は
、太

古
の
居
住
者
に
と
り
山
そ
の
も
の
が

清
浄
な
御
神
体
で
あ
り
、神
霊
山
と

し
て
崇
敬
し
、祖
先
の
神
霊
の
鎮
ま

り
ま
す
霊
山
と
し
て
仰
ぎ
奉
っ
た
の

で
あ
る
。

　

二
上
山
は
高
岡
市
の
小
矢
部
川
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うつくしの杜、結婚式場

〒933-0044
 高岡市古城1番1号（高岡古城公園内）

URL http://www.imizujinjya.or.jp
Eメール info@imizujinjya.or.jp

うつくしの杜
ブライダルフェア
射水神社では、この春以降に挙式予定のお
二人をご優待し、本格的な和の神前式か
ら 披露宴までをご覧いただける『うつくし
の杜ブライダルフェア』を開催いたします。
県内唯一の「結い紐の儀」や「トワイライト
ウエディング」を始め、うつくしの杜ならで
はのオリジナリティあふれる演出、和の儀
式のうつくしさをぜひご体感ください。

◆ブライダルフェア日程（予定）
平成16年４月４日（日）12：00～19：00

お 問 い 合 わ せ 電 話 番 号   

　

射
水
神
社
で
は
我
が
国
の
「
心
」
を
見
つ
め
、

ご
神
前
に
て
婚
姻
の
ご
報
告
と
、
こ
れ
よ
り
の

お
二
人
が
、
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
で
き
る

式
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
当
社
で
は
普
遍

の
愛
を
示
し
、
そ
れ
を
体
現
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
結
い
紐
の
儀
」
を
祭
儀
に
組
み
込
ん
で
お

り
ま
す
。
本
来
目
に
見
え
な
い
「
運
命
の
赤
い

糸
」
を
大
神
様
の
御
前
に
て
参
列
者
共
々
確
か

め
、
永
遠
の
愛
を
お
誓
い
い
た
だ
く
、
伝
説
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
厳
粛
な
る
祭
儀
で
あ
り
ま
す
。

　
「
奇
を
て
ら
っ
た
」
な
ど
と
思
わ
な
い
で
下
さ

い
。
こ
の
祭
儀
に
は
『
赤
い
糸
の
物
語
』
を
古い
に
し
え来

よ
り
伝
え
た
、
先
人
た
ち
の
「
心
」
が
息
づ
い

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
こ
の
伝
承
を
伝

え
た
の
は
き
っ
と
お
二
人
の
祖
先
、
そ
し
て
こ

の
伝
承
を
お
二
人
が
伝
え
る
の
は
、
こ
れ
か
ら

出
会
う
で
あ
ろ
う
お
二
人
の
子
孫
。
お
二
人
の

小
指
に
し
か
り
と
結
び
付
け
ら
れ
た
赤
い
結
い

紐
は
、
二
度
と
出
会
う
事
の
無
い
愛
の
証
で
あ

る
と
と
も
に
、
か
け
が
え
の
無
い
物
語
の
小
さ

な
語
り
手
で
も
あ
り
ま
す
。

　
『
あ
か
い
糸
の
物
語
』
お
二
人
の
た
め
の
時

間
を
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
…

「

結ゆ

い

紐ひ
も

」

参

集

殿

通

信

参

集

殿

通

信

片
原
町

上
野
写
真
館

　

私
が
射
水
神
社
で
式
を
挙
げ
て
三
十
年
も
経
ち
ま
し
た
。
仕

事
を
通
じ
て
幸
せ
を
分
け
て
も
ら
う
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
間
、
世
相
を
顧
み
ま
す
と
、
両
親
や
知
人
な
ど
我
々

を
慈
し
み
育
て
て
く
れ
た
人
々
に
対
す
る
『
心
』
を
置
き
忘
れ

て
き
た
気
が
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
神
社
で
式
を
挙
げ
ら

れ
る
カ
ッ
プ
ル
は
、
私
の
疑
念
が
危
惧
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。

　
「
あ
そ
こ
で
結
婚
式
も
で
き
る
の
？
」
な
ん
て
私
が
嫁
い
だ
頃

に
は
と
て
も
耳
に
し
な
か
っ
た
言
葉
を
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
時

私
は
古
城
公
園
（
う
つ
く
し
の
杜
）
と
い
う
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
の
、
厳
か
な
神
前
式
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
機
会
と
し
て
最
近
で
は

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
が
年
二
回
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
写
真
館
に
と
り
ま
し
て
は
、
こ
の
フ
ェ
ア
ー
で
結
婚
予

定
の
カ
ッ
プ
ル
と
事
前
に
顔
を
合
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
当
日
よ

り
心
を
込
め
て
、
お
二
人
の
一
番
大
切
な
思
い
出
を
写
真
に
残

す
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
月
日
が
た
ち
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
り
、

お
宮
参
り
や
七
五
三
、十
三
参
り
を
さ
れ
、
再
び
訪
れ
た
お
二
人

の
幸
せ
を
、
ス
タ
ジ
オ
に
て
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
時
、

こ
の
仕
事
を
続
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

川越氷川神社拝授


